
　
広
島
県
議
会
は
、九
月
定
例
会
を
九
月
十
九

日
か
ら
十
月
四
日
ま
で
の
十
六
日
間
の
会
期

で
開
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
平
成
十
九
年
度
広

島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や
、「
広
島
県
産

業
廃
棄
物
埋
立
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
な
ど
の
知
事
提
出
議
案
の
ほ
か
、議
員

提
案
に
よ
る
「
広
島
県
議
会
議
員
の
政
治
倫

理
に
関
す
る
条
例
」
や
、「
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
の
失
効
に
伴
う
新
た
な
法
律

の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
の
二
十
九

議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
う
ち
、そ
れ
ぞ
れ
委
員
十
五
人
で
構

成
す
る
普
通
会
計
決
算
特
別
委
員
会
及
び
企

業
会
計
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、閉
会

中
に
継
続
審
査
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
「
平
成

十
八
年
度
決
算
認
定
」
を
除
い
て
、い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、財
政
健
全
化
へ
の
取

り
組
み
や
中
山
間
地
域
・
過
疎
地
域
の
振
興

対
策
、心
の
健
康
対
策
、産
業
振
興
な
ど
の
県

行
財
政
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、十
二
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、各
常

任
委
員
会
及
び
地
方
分
権
改
革
推
進
特
別
委

員
会
に
お
い
て
は
、付
託
さ
れ
た
各
議
案
な
ど

に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

9月定例会日程 （平成19年9月19日～10月4日）

●平成19年度補正予算
●平成18年度決算
●条例案

●人事案件
●その他の議案

●意見書案

一般会計1件、特別会計1件、企業会計1件 
普通会計1件、企業会計1件 
広島県議会議員の政治倫理に関する条例、広島県産業廃棄物埋立
税条例の一部を改正する条例、「減らそう犯罪」ひろしま安全なまち
づくり推進条例の一部を改正する条例など12件 
広島県教育委員会委員の任命の同意についてなど3件 
工事請負契約（一級河川太田川水系猿猴川（25工区）高潮対策工
事など）の締結についてなど5件 
過疎地域自立促進特別措置法の失効に伴う新たな法律の制定を求
める意見書など4件 

●平成19年度広島県補正予算を可決
先端的企業の誘致を図るための産業団地の整備など、総額36億410万円の補正予算（一般会計、
特別会計及び企業会計）を可決しました。
●広島県産業廃棄物埋立税条例の一部を改正する条例を可決
産業廃棄物の排出抑制等を図り、適正な処理に関する施策を推進するため、引き続き産業廃棄物
埋立税を課することとし、条例の有効期限を5年延長するための条例改正案を可決しました。 
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帝釈峡（庄原市・神石高原町）
南北約20ｋｍの大峡谷。写真の神龍湖へは、中国自動車道東城インターチェンジから車で約15分。
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継続審査
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可決

可決

同意

9月定例会9月定例会
●総額総額3636億410410万円万円の一般会計補正予算一般会計補正予算などを可決可決
●議員提案議員提案による「広島県議会議員広島県議会議員の政治倫理政治倫理に関する条例条例」を可決可決
●「広島県産業廃棄物埋立税条例広島県産業廃棄物埋立税条例の一部一部を改正改正する条例条例」
　を可決可決
●「過疎地域過疎地域自立促進特別措置法立促進特別措置法の失効失効に伴う新たな法律法律
　の制定制定を求める意見書意見書」などを可決可決

●総額36億410万円の一般会計補正予算などを可決
●議員提案による「広島県議会議員の政治倫理に関する条例」を可決
●「広島県産業廃棄物埋立税条例の一部を改正する条例」
　を可決
●「過疎地域自立促進特別措置法の失効に伴う新たな法律
　の制定を求める意見書」などを可決

九
月
定
例
会
の
概
要
 

●本会議の傍聴 

●本会議場の団体見学 

●委員会のモニター視聴 

●点字・テープ版のお知らせ 

みんなで徹底しよう「三ない運動」 
 

　　　　　　　　… 
　　　　　　… 
　…………………… 
 
 
　　………………… 
　　　　…………… 
 
　　………………… 

9月19日 本会議　［開会、提案理由説明など］ 

9月20日 全員委員会　［提案事項の説明など］ 

9月25日～28日 本会議　［一般質問など］ 

10月 1日 各常任委員会

10月 3日 普通会計決算特別委員会
企業会計決算特別委員会

地方分権改革推進特別委員会

10月 4日 本会議　［委員長報告、議案の採決など］ 

【知事提案によるもの】

●広島県議会議員の政治倫理に関する条例
地方分権が進展するとともに、政治とカネの問題に対する県民の関心が高まっている中、県議会議
員にはより高い倫理観と識見が求められていることを踏まえ、広島県議会における政治倫理の一層
の確立を図るため、議員が自らを律するための行為規範などを定めました。
　［議員の行為規範］ 
　○議員の品位と名誉を損なう行為により、県民の議会に対する信頼を損ねないこと 
　○公正を疑われるような金品の授受を行わないこと 
○道義的な批判を受けるような寄附を受けないこと（資金管理団体や後援団体にも受けさせな
いこと） 

○議員としての影響力を及ぼすことにより、自己の利益を図るために、行政庁の処分や県等が
締結する契約に関して働きかけたり、公務員等の公正な職務の執行を妨げたりしないこと 

なお、行為規範に反する疑いのある議員がある場合には、議会に政治倫理審査会を設置して審査
し、審査会の報告に基づいて議長が必要な措置を講じることとしています。 

【議員提案によるもの】



山崎正博議員 
自民刷新会議〈広島市安佐北区〉 

やま さき まさ ひろ 

内田　務議員 
 民主県政会〈福山市〉 

うち   だ       つとむ 

杉西加代子議員 
自民〈呉市〉 

すぎ にし   か   よ   こ 

日下美香議員 
公明党〈広島市中区〉 

くさ  か    み    か 

安井裕典議員 
自民党広誠会〈廿日市市〉 

やす  い   ひろ のり 

城戸常太議員 
自民党立志会〈呉市〉 

き　 ど   つね ひろ 

県政に関する質問から県政に関する質問から

問
自
殺
者
数
は
高
い
水
準
が
続
き
、高

齢
者
が
三
分
の
一
を
占
め
る
。
自
殺

防
止
と
親
族
等
へ
の
支
援
、健
康
で
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
の
た
め

「
自
殺
対
策
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
た
が
、

県
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答 問
都
市
機
能
の
強
化
や
中
山
間
地
域

と
都
市
の
格
差
是
正
、バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
た
産
業
構
造
へ
の
転
換
は
、将
来
の
本

県
を
発
展
さ
せ
、安
定
と
安
心
を
支
え
る

柱
と
な
る
。
県
政
発
展
の
た
め
、何
を
喫
緊

か
つ
重
要
な
課
題
と
と
ら
え
、そ
れ
に
ど
う

取
り
組
む
か
決
意
を
問
う
。

今
後
の
県
政
の
基
本
姿
勢

自
殺
防
止
へ
の
取
り
組
み

中
小
企
業
の
活
性
化

財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み

戦
略
的
な
県
政
運
営
に
必
要
な

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
政
策
実
現

ひ
き
こ
も
り
対
策

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
対
策

広
島
か
き
の
振
興
対
策

瀬
戸
内
海
地
域
の
振
興
へ
の

取
り
組
み

行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
の
あ
り
方

建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
う

県
の
対
応

高
等
特
別
支
援
学
校
の
設
立
の
推
進

答
地
方
分
権
改
革
へ
の
取
り
組
み

が
課
題
で
あ
り
、道
州
制
を
視
野

に
中
枢
拠
点
性
の
向
上
に
戦
略
的
に
取

り
組
み
、産
業
の
高
度
化
と
先
端
技
術

産
業
の
集
積
に
よ
る
産
業
拠
点
づ
く
り

に
努
め
る
。ま
た
、過
疎
地
域
の
活
力
低

下
へ
の
対
策
を
講
じ
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
。今
後
と
も

「
活
力
と
安
心
、希
望
の
あ
る
広
島
県
」

の
実
現
に
向
け
、全
力
を
傾
注
す
る
。 

紙面の都合上、1人2問以内で掲載しております。 

問
多
く
の
中
小
企
業
が
、依
然
と
し
て

資
金
難
や
人
材
不
足
に
陥
っ
て
い

る
中
、中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施

策
を
再
構
築
し
、き
め
細
や
か
な
周
知
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
。
今
後
、中
小
企
業
の
活

性
化
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答 問
今
後
五
年
間
の
財
政
収
支
見
通
し

で
は
、財
政
健
全
化
策
を
講
じ
な
い

場
合
の
財
源
不
足
額
は
毎
年
度
六
〇
〇
億

円
台
で
推
移
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
厳
し
い

財
政
状
況
の
要
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、

今
後
、財
政
健
全
化
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

答
県
債
の
償
還
な
ど
公
債
費
の
高

水
準
で
の
推
移
、高
齢
化
の
進
展

に
伴
う
福
祉
医
療
関
係
費
の
増
加
、三

位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
大

幅
削
減
な
ど
が
要
因
で
あ
る
。「
新
た
な

具
体
化
方
策
」に
沿
っ
て
、内
部
管
理
経

費
や
普
通
建
設
事
業
費
等
の
削
減
、県

税
の
収
入
未
済
額
の
縮
減
な
ど
、歳
出
・

歳
入
の
徹
底
し
た
見
直
し
に
取
り
組
む
。

　
 

問
県
の
施
策
が
戦
略
と
し
て
真
の
効

果
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、タ
イ

ム
リ
ー
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
政
策
決
定
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
県
民
か
ら
の
信
頼
を

取
り
戻
す
た
め
、知
事
の
責
務
は
非
常
に
重

く
、県
政
の
道
筋
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
、か
つ
、

具
体
的
に
目
に
見
え
る
も
の
と
し
て
示
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、知
事
の
決
意
を
問

う
。答

就
任
以
来
、厳
し
く
不
透
明
な

時
代
に
あ
っ
て
、県
民
の
負
託
に

応
え
る
べ
く
取
り
組
ん
で
き
た
。今
後
と

も
、社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
県
民
ニ

ー
ズ
を
見
極
め
、コ
ス
ト
意
識
や
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
成
果
を
重
視
し
な
が
ら
判

断
し
、「
元
気
な
広
島
県
」の
実
現
に
向

け
、全
力
を
傾
注
す
る
。 

問
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
被
害
に
遭
遇

し
て
い
る
住
民
に
と
っ
て
は
、一
刻
も

早
く
平
穏
な
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と

が
最
大
の
願
い
で
あ
る
。
県
は
、ど
う
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
県
で
は
、外
来
生
物
法
が
施
行
さ

れ
て
以
来
、国
へ
対
策
の
要
望
を

行
う
と
と
も
に
、山
口
県
な
ど
と
協
議

会
を
設
置
し
、実
態
調
査
や
防
除
対
策

の
研
究
な
ど
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、今
後
も
、協
議
会
を
通
じ
、対
策
を

推
進
し
て
い
く
。ま
た
、国
の
来
年
度
予

算
の
概
算
要
求
に
新
た
に
盛
り
込
ま
れ

た
自
治
体
な
ど
が
行
う
防
除
活
動
へ
の

交
付
金
制
度
が
予
算
化
さ
れ
る
よ
う
国

に
強
く
要
望
し
て
い
く
。　
　
　
 

問
県
は
、約
十
年
間
に
わ
た
り
、財
政

健
全
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、い

ま
だ
に
そ
の
効
果
が
表
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
行
政
改
革
の
総
括
と
し

て
、こ
の
現
状
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
も
っ
て
行
政

の
外
部
委
託
を
実
施
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
本
県
は
、職
員
削
減
や
給
与
制

度
の
見
直
し
な
ど
、行
政
改
革
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、い
ま
だ

様
々
な
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、引
き

続
き
、全
庁
挙
げ
て
の
不
断
の
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。外
部

委
託
に
つ
い
て
は
、「
民
間
で
で
き
る
も
の

は
民
間
へ
」と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
の

も
と
、積
極
的
に
進
め
て
い
る
。 

問
離
島
及
び
半
島
地
域
の
振
興
方
策

は
、瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
の
各
県
が

連
携
し
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
な
ど
、共

同
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
本
県
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、各

県
に
体
制
づ
く
り
を
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

答
現
在
、国
が
策
定
を
進
め
て
い
る

国
土
形
成
計
画
法
に
基
づ
く
全

国
計
画
・
広
域
地
方
計
画
の
中
に
、瀬
戸

内
海
地
域
の
強
み
を
生
か
し
た
施
策
な

ど
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、新
た

な
法
整
備
が
行
わ
れ
る
よ
う
、関
係
県

な
ど
と
も
連
携
し
て
働
き
か
け
を
強
め

て
い
き
た
い
。 

問
か
つ
て
は
七
割
を
超
え
て
い
た
広

島
か
き
の
全
国
シ
ェ
ア
も
現
在
は
六

割
を
下
回
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
力
を
さ
ら

に
高
め
る
生
産
者
の
取
り
組
み
を
、県
と
し

て
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
。

答
広
島
か
き
は
、日
本
一
の
生
産
量

を
誇
っ
て
い
る
が
、産
地
間
競
争

が
激
化
し
て
お
り
、よ
り
高
品
質
な
か
き

の
生
産
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。こ
う
し
た

中
で
、若
い
生
産
者
を
中
心
に
、「
三
倍

体
か
き
」や「
一
粒
か
き
」な
ど
、食
味
や

形
の
良
い
、特
色
あ
る
か
き
づ
く
り
が
始

め
ら
れ
て
お
り
、今
後
と
も
、ブ
ラ
ン
ド
力

の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
市
町
と
と
も
に
支
援
し
て
い

く
。 

問
建
築
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、先
般
、

施
行
さ
れ
た
が
、技
術
的
な
準
備
が

不
十
分
な
た
め
、建
築
確
認
申
請
に
大
変

な
混
乱
を
招
い
て
い
る
。
苦
し
い
経
営
状
況

に
あ
る
建
設
業
者
に
、政
策
ミ
ス
の
つ
け
を

回
し
て
は
な
ら
な
い
。
法
の
運
用
に
当
た
っ

て
の
県
の
対
応
と
支
援
対
策
を
問
う
。

答
事
前
相
談
の
充
実
や
技
術
的
運

用
基
準
の
周
知
を
図
り
な
が
ら
、

建
築
確
認
、設
計
変
更
な
ど
の
迅
速
な

処
理
に
努
め
、事
業
活
動
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
支
援
し
て
い
く
。ま
た
、利

用
可
能
な
融
資
制
度
の
周
知
な
ど
を
行

っ
て
い
く
。 

問
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
若
者
と
そ
の

家
族
に
対
す
る
支
援
は
、い
ま
だ
に

不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ひ

き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
若
者
に
対
す
る
認

識
と
、相
談
機
関
に
関
す
る
情
報
提
供
や

家
族
の
会
等
と
の
連
携
の
場
の
設
置
に
つ

い
て
、知
事
に
伺
う
。

答
将
来
を
担
う
若
者
が
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
あ
る
こ
と
は
社
会
に

と
っ
て
大
き
な
損
失
で
あ
り
、そ
の
解
消

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。現
在
、民
間
団

体
等
を
含
め
た
相
談
機
関
の
情
報
を
取

り
ま
と
め
て
お
り
、今
後
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
情
報
発
信
す
る
。ま
た
、幅

広
い
関
係
者
に
よ
る
情
報
交
換
の
場
の

設
置
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。 

平成19（2007）年10月28日

一
般
質
問
（
要
旨
）

●
9
月
２５
日

●
9
月
２６
日
一
般
質
問
（
要
旨
）

自殺対策基本法

年間の自殺者が3
万人を超え

る状況に対処する
ため、議員

立法により昨年6
月に制定。

本年6月に法に基
づく「自殺

総合対策大綱」が閣
議決定さ

れ、国、地方公共
団体、医療

機関、民間団体等の
連携によ

る取り組みが進めら
れている。

用語
解説

新たな具体化方策
県の財政健全化に向け昨年12月に策定。人件費の抑制などの内部努力、公共事業の計画的削減や事務事業の見直しなどの施策の見直し、財産売払収入などの歳入の確保により、平成19年度から21年度までの3年間に累計900億円程度の財政健全化対策を実施。

用語
解説

本会議では、9月25日から28日の4日間にわ
たって12人の議員が一般質問を行い、財政健
全化への取り組みや中山間地域・過疎地域の
振興対策、心の健康対策、産業振興などの県政
が直面する様々な課題について、県民の視点
に立った論議を展開しました。

自
殺
は
、家
族
へ
の
影
響
だ
け
で

な
く
社
会
的
な
大
き
な
損
失
だ

と
認
識
し
て
い
る
。ま
た
、原
因
は
様
々

な
社
会
的
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
て
お

り
、総
合
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、自
殺
対
策
連
絡
協
議
会
に
お

い
て
、目
標
値
を
定
め
た
自
殺
対
策
推

進
計
画
を
策
定
し
、関
係
機
関
と
連
携

し
て
総
合
的
な
自
殺
対
策
を
推
進
す
る
。 

毎
年
、約
百
五
十
社
の
企
業
訪

問
調
査
等
に
よ
り
、中
小
企
業
の

経
営
状
況
や
課
題
を
把
握
し
、施
策
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。今
後
、商
工
会

等
関
係
団
体
と
も
連
携
し
、施
策
の一
層

の
周
知
に
努
め
、産
業
人
材
の
育
成
・
確

保
に
対
す
る
さ
ら
な
る
支
援
策
を
検
討

す
る
な
ど
、企
業
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
施
策

の
見
直
し
と
充
実
を
進
め
る
。 

問
特
別
支
援
学
校
で
は
、小
学
部
か
ら

高
等
部
ま
で
の
、様
々
な
障
害
の
あ

る
子
ど
も
が
一
緒
に
教
育
を
受
け
て
い
る
が
、

社
会
で
自
立
す
る
た
め
の
も
う
少
し
き
め

細
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。
軽
度
の

知
的
障
害
の
あ
る
生
徒
を
対
象
と
し
た
高

等
特
別
支
援
学
校
の
設
置
に
向
け
た
教
育

長
の
考
え
を
問
う
。

答
い
わ
ゆ
る
高
等
特
別
支
援
学
校

で
は
、就
職
率
が
高
く
な
る
な
ど
、

全
国
的
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。現
在
、

県
の
特
別
支
援
教
育
基
本
構
想
策
定

委
員
会
に
お
い
て
、高
等
特
別
支
援
学

校
に
つ
い
て
も
審
議
い
た
だ
い
て
お
り
、

審
議
結
果
を
踏
ま
え
て
具
体
的
な
方
策

を
検
討
す
る
。 

高等特別支援学校

軽度の知的障害のあ
る生徒（高

等部の年齢）を対
象として、

職業教育を中心と
する教育

を行う特別支援学
校（従来の

養護学校など）。全
国の約半

数の都道府

県で設置さ

れている。

用語
解説

国土形成計画法

平成17年の改正に
より国土総合開

発法から名称変更。
開発中心主義

からの転換を目指し
ており、国と地

方の協働により、本

年中に国土形

成に関する全

国計画が策定

される予定。

用語
解説

アルゼンチンアリ
体長は約2mm。毒性はないが繁殖力が強く、生活被害や生態系への影響が危惧されている。平成5年に廿日市市で初めて
確認され、ここ数
年各地で確認さ
れている。

用語
解説

建築基準法の改正

本年6月、耐震強度偽装事件を受け

た改正建築基準法が施行され、一

定規模以上の建築物について知事

の構造計算審査を義務付けるなど、

審査や検査が厳格化された。

用語
解説

〉 



県議会 

用
解

見
直

充
実

進

用
解

用

小林秀矩議員 
自民党良政会〈庄原市〉 

こ ばやし ひで のり 

辻　恒雄議員 
共産〈福山市〉 

つじ　　  つね  お 

天満祥典議員 
 県民同志会〈三原市・世羅郡〉 

てん   ま  よし のり 

沖井　純議員 
自民〈江田島市〉 

おき  い        じゅん 

犬童英徳議員 
　民主県政会〈呉市〉 

いぬ どう ひで のり 

野村常雄議員 
自民刷新会議〈山県郡〉 

の   むら つね  お　 

問
中
山
間
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
は
「
中
山
間
地
域
活
性
化
対
策

基
本
方
針
」
が
最
後
で
あ
る
。
実
情
を
調
査

し
将
来
の
あ
り
方
と
対
策
の
方
針
を
示
す

「
新
た
な
基
本
方
針
」
を
策
定
す
べ
き
と
考

え
る
が
、所
見
を
問
う
。

答 問
市
町
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
に
替

え
て
運
行
を
始
め
た
柔
軟
で
効
率

的
な
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、現
在
、県
の
補
助

対
象
外
で
あ
る
。
集
落
の
維
持
に
は
、生
活

交
通
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、一
刻
も
早

い
対
応
が
必
要
で
あ
る
が
、実
施
時
期
を
含

め
た
対
応
を
問
う
。

生
活
交
通
の
確
保
対
策

新
た
な
地
域
づ
く
り
基
本
方
針
の
策
定

福
山
港
鞆
地
区
の
埋
立
・
架
橋
計
画

知
事
後
援
会
問
題
に
係
る

県
民
の
信
頼
回
復

新
た
な
具
体
化
方
策
の
評
価
と

財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み

道
州
制
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト

安
芸
灘
大
橋
の
無
料
化

Ｊ
Ｒ
呉
線
沿
線
地
域
の
活
性
化
対
策

県
の
指
導
力
の
発
揮

市
町
村
合
併
の
検
証
と

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

公
共
土
木
施
設
の
管
理
の
適
正
化

携
帯
電
話
の
利
用
教
育

答
地
域
の
生
活
交
通
と
し
て
、住
民

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通

の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。市
町
の
路
線
維

持
や
運
行
効
率
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
加
速
す
る
た
め
、補
助
制
度
を
赤
字

補
て
ん
か
ら
走
行
実
績
に
よ
る
算
定
方

式
に
改
め
、デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
も
対
象

に
す
る
な
ど
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
、

早
急
に
目
的
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
、今

年
度
の
補
助
金
か
ら
運
用
し
た
い
。 

問
本
年
五
月
に
埋
立
免
許
申
請
し
た

福
山
港
鞆
地
区
の
埋
立
・
架
橋
計

画
は
、歴
史
的
価
値
や
文
化
的
価
値
を
破

壊
す
る
も
の
で
あ
る
。
埋
立
免
許
申
請
を

撤
回
し
、計
画
を
白
紙
に
戻
す
こ
と
を
求
め

る
。
ま
た
、代
替
案
の
「
山
側
ト
ン
ネ
ル
案
」

を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

答 問
県
政
運
営
に
は
県
民
の
信
頼
は
欠

か
せ
な
い
が
、知
事
の
信
頼
は
地
に

落
ち
た
ま
ま
で
あ
る
。
真
相
解
明
を
投
げ
捨

て
る
な
ら
、辞
職
し
て
責
任
を
と
る
以
外
に
、

県
民
の
信
頼
は
回
復
で
き
な
い
と
思
う
が

ど
う
か
。

答
格
差
社
会
の
是
正
、中
山
間
地

域
の
振
興
を
は
じ
め
と
し
た
課

題
が
山
積
し
て
お
り
、責
任
を
持
っ
て
解

決
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
決
意

で
あ
る
。道
州
制
の
実
現
な
ど
本
県
の

将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
も
不
可

欠
で
あ
り
、県
政
に
政
治
的
空
白
を
生

む
こ
と
が
な
い
よ
う
、引
き
続
き
知
事
と

し
て
の
職
務
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
。 

問
先
月
の
財
政
収
支
見
通
し
で
は
、財

源
不
足
額
の
見
込
み
は
昨
年
度
の

試
算
に
比
べ
拡
大
し
て
い
る
が
、新
た
な
具

体
化
方
策
の
内
容
に
つ
い
て
、現
時
点
で
知

事
は
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、こ

の
方
策
の
見
直
し
を
含
め
、財
政
健
全
化
へ

の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
行
う
考
え
は
あ

る
の
か
。

答
新
た
な
具
体
化
方
策
は
、健
全

な
財
政
基
盤
の
確
立
に
道
筋
を

つ
け
る
た
め
に
策
定
し
た
。今
後
、ま
ず

は
こ
の
方
策
に
沿
っ
て
歳
出
・
歳
入
を
徹

底
的
に
見
直
し
つ
つ
、国
の
動
向
等
も
見

極
め
な
が
ら
着
実
に
財
政
再
建
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
る
。 

問
安
芸
灘
大
橋
の
供
用
開
始
か
ら
八

年
が
経
過
し
た
が
、高
い
通
行
料
が

地
域
活
性
化
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
。
安

芸
灘
諸
島
四
町
が
呉
市
と
合
併
す
る
な
ど
、

状
況
も
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、住
民
の
悲

願
で
あ
る
無
料
化
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
時

期
に
き
て
い
る
と
思
う
が
、県
の
考
え
を
伺

う
。答

お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
に
償
還

が
進
ん
で
い
る
が
、平
成
十
八
年

度
末
で
九
十
八
億
円
の
未
償
還
額
と
、

二
十
三
年
の
償
還
期
間
が
残
さ
れ
て
お

り
、現
時
点
で
の
無
料
化
は
困
難
で
あ
る
。

利
用
促
進
や
維
持
管
理
費
等
の
経
費

縮
減
に
よ
り
、で
き
る
だ
け
早
期
に
償
還

を
図
り
、一
日
も
早
い
無
料
開
放
に
努
め

る
。 

問
合
併
市
町
で
は
、住
民
生
活
の
利
便

性
向
上
や
行
財
政
の
効
率
化
に
向

け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
町
を
ガ
イ

ド
す
る
県
と
し
て
、合
併
の
検
証
結
果
を
ど

う
分
析
し
、今
後
ど
の
よ
う
に
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
合
併
の
効
果
は
、徐
々
に
広
が
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。市
町

が
基
礎
自
治
体
と
し
て
自
立
す
る
た
め

に
は
、長
期
的
観
点
か
ら
、権
限
移
譲
や

人
材
育
成
を
通
じ
て
体
制
整
備
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

中
山
間
地
域
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
な

が
ら
、全
力
で
対
策
に
取
り
組
む
。 

問
合
併
建
設
計
画
は
、
県
と
関
係
市

町
村
が
協
力
し
策
定
し
た
も
の
で

あ
り
、県
の
関
与
も
大
き
い
。
計
画
を
無
秩

序
に
進
め
て
い
け
ば
、市
町
の
財
政
が
破
た

ん
す
る
危
険
も
あ
る
た
め
、県
も
自
ら
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
、計
画
の
優
先
度
合
い
の

ア
ド
バ
イ
ス
等
、大
局
的
な
見
地
か
ら
指
導

力
を
発
揮
し
、着
実
な
計
画
の
推
進
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
が
、県
の
所
見
を
伺
う
。

答
県
内
各
市
町
の
合
併
建
設
計
画

は
、平
成
十
九
年
度
末
ま
で
に
約

三
割
が
実
施
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

今
後
と
も
、建
設
計
画
の
着
実
な
推
進

が
図
ら
れ
る
よ
う
、各
市
町
の
財
政
状

況
を
勘
案
し
な
が
ら
、適
切
な
助
言
・
協

力
を
行
う
。ま
た
、地
方
交
付
税
の
確
保

な
ど
に
つ
い
て
引
き
続
き
国
に
要
望
し
て

い
く
。 

問
Ｊ
Ｒ
呉
線
沿
線
の
地
域
は
、人
口
集

積
や
産
業
、観
光
の
点
で
県
政
上
大

き
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、呉
線
の
利
便
性

向
上
や
沿
線
地
域
の
農
水
産
業
の
振
興
な

ど
に
、県
が
も
っ
と
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
合
併
後
の
こ
の
地
域
に
お

け
る
活
性
化
に
つ
い
て
、県
の
見
解
を
伺
う
。

答
Ｊ
Ｒ
呉
線
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

行
き
違
い
施
設
の
整
備
等
に
よ

る
輸
送
改
善
や
、沿
線
市
町
等
と
の
共

同
研
究
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、交
流
定

住
対
策
や
市
町
の
住
民
自
治
活
動
の
促

進
事
業
を
支
援
し
て
お
り
、今
後
、合
併

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
中
で
、対
策
を
検

討
・
研
究
し
て
い
く
。 

問
公
共
土
木
施
設
の
管
理
を
確
実
・

適
切
に
行
う
こ
と
は
、管
理
者
た
る

県
の
最
低
限
の
責
務
で
あ
る
。
維
持
修
繕

費
を
増
額
し
て
で
も
、管
理
の
適
正
化
を
図

り
、施
設
の
長
寿
命
化
と
有
効
か
つ
効
率
的

な
利
用
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、知
事

の
所
見
を
伺
う
。

答
公
共
土
木
施
設
の
多
く
が
高
度

経
済
成
長
期
に
整
備
さ
れ
、今

後
集
中
的
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、こ
れ
ら
を
で
き
る
だ
け
有
効
に
活

用
す
る
必
要
が
あ
る
。平
成
二
十
一
年
度

か
ら
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
重
要
施

設
を
対
象
に「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

を
導
入
す
る
な
ど
、よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。 

問
道
州
制
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、具

体
例
を
挙
げ
る
な
ど
、イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
よ
う
に
表
現
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

広
島
県
と
い
う
名
前
が
消
え
る
以
外
に
デ

メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
か
。
県
民
に
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
ほ
し
い
。

答
メ
リ
ッ
ト
は
、国
に
よ
る
画
一
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
多
様
に
提
供
で
き
る
こ
と
や
、行

政
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
、行
政
の
効
率
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。一
方
、デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、道
州
内
の
住
民
に
対
す
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
、住
民
の一
体
感
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
喪
失
な
ど
が
生

じ
る
こ
と
で
あ
る
。 

一
般
質
問
（
要
旨
）

●
9
月
２７
日

●
9
月
２８
日
一
般
質
問
（
要
旨
）

こ
れ
ま
で
各
種
社
会
資
本
の
整

備
を
行
っ
た
が
、過
疎
・
高
齢
化

が
進
行
し
、多
く
の
課
題
が
顕
在
化
し
て

い
る
。今
後
は
、き
め
細
か
な
ソ
フ
ト
面
の

支
援
が
重
要
と
考
え
る
。現
在
、詳
細
な

調
査
や
実
態
に
応
じ
た
地
域
運
営
の
あ

り
方
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、本
年
十
月

に
設
置
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、中

山
間
地
域
の
振
興
方
策
を
検
討
す
る
。 

港
湾
施
設
や
景
観
、生
活
環
境

な
ど
に
及
ぼ
す
影
響
を
、最
小

限
に
と
ど
め
ら
れ
る
こ
と
を
再
検
証
し

た
上
で
出
願
し
た
。地
元
の
大
多
数
の

住
民
が
早
期
実
現
を
望
ん
で
お
り
、事

業
推
進
に
努
力
し
た
い
。「
山
側
ト
ン
ネ

ル
案
」は
、通
過
交
通
の
み
の
処
理
で
あ

り
、鞆
地
区
の
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決

に
つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
る
。 

問
子
ど
も
の
携
帯
電
話
利
用
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
こ
と
の
ほ
か
、道
具
を
介

し
た
人
と
人
と
の
付
き
合
い
方
や
、便
利
さ

に
お
ぼ
れ
な
い
自
己
抑
制
を
学
ば
せ
る
こ

と
も
有
益
と
思
う
が
、利
用
教
育
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
子
ど
も
や
保
護
者
向
け
の
携
帯

電
話
の
使
用
に
関
す
る
啓
発
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
付
す
る
な
ど
、適
切
な

利
用
に
関
す
る
指
導
に
努
め
て
い
る
。現

在
、携
帯
電
話
な
ど
の
使
用
に
係
る
具

体
的
な
指
導
資
料
を
作
成
し
て
お
り
、

子
ど
も
が
携
帯
電
話
な
ど
が
も
た
ら
す

危
険
性
を
十
分
認
識
し
、適
切
に
活
用

で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
、今
後
と

も
指
導
し
て
い
く
。 

デマンド交通

利用者が時間帯と
目的地

を告げて予約する
と、乗り

合いによりタクシ
ー等で

目的地に送迎して
もらえ

るサービス。バス
並みの

料金でタク

シーの便利

さが得られ

るのが特長。

用語
解説

子どもの携帯電話利用

小学生の3割、中学
生の7割、

高校生の9割が持
っており、

実際には、通話より
も友人と

のメールやインタ
ーネットに

使われていると

される（警視庁ホ

ームページより）。

用語
解説

福山港鞆地区の
埋立・架橋計画

用語
解説

安芸灘大橋
安芸灘諸島を結ぶ8橋の架橋構想のうち、呉市の川尻町と下蒲刈町を結ぶ１号橋。利用料金は普通車片道700円等で、回数券を購入することにより最大3割引となる。

用語
解説

アセットマネジメント

不動産や金融の分野における資産

の効率的な管理・運営手法を、公共

施設に適用す

るもの。維持

補修や更新投

資を効果的・

効率的に実施

し、施設の長

寿命化を図る。

用語
解説

基礎自治体

住民に最も身近な自
治体として、首

長や地方議会を有す
る最小単位の

地方行政区画のこと
で、日本では

市町村を指す。

本県をはじめ、

全国的に市町

村への権限移

譲が進められ

ている。

用語
解説

町 村
市

呉市
下蒲刈町

呉市
川尻町

鞆地区の交通混雑の緩和、生活環境の改善、観光レクリエーション資源の活用を図るため、鞆港の一部を約2.0ha埋め立て、幹線道路（延長約500ｍ、うち橋梁部は約180ｍ）、旅客ふ頭、小型船だまり、観光用の駐車場などを整備する計画。

維持補修
更新投資



　
補
正
予
算
　
一
件
 

　
条
例
案
　
四
件
 

　
原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
新
た
な
過
疎
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

実
効
あ
る
事
業
展
開
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

関
係
各
部
の
積
極
的
な
連
携
と
市
町
の
意

見
を
踏
ま
え
た
施
策
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
 

●
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

内
部
努
力
の
県
民
へ
の
積
極
的
な
広
報
や

他
県
状
況
の
把
握
に
努
め
、将
来
へ
の
明

確
な
展
望
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
 

●
県
の
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、短
期
集
中

的
な
実
施
と
確
実
な
コ
ス
ト
削
減
効
果
が

求
め
ら
れ
る
。
特
に
外
部
委
託
に
つ
い
て
は
、

行
政
の
役
割
を
十
分
に
踏
ま
え
た
実
施
が

必
要
で
あ
る
。
 

﹇
そ
の
他
﹈行
政
文
書
等
へ
の
音
声
コ
ー
ド
の

添
付
な
ど
 

総

務

委

員

会

総

務

委

員

会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

常任委員会の動き 常任委員会の動き 

大豆油インクを使用しています。

古紙配合率100％の再生紙を
使用しています。

あて先 

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。
この広報紙についてのご意見・ご要望をお寄せください。 

〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52  広島県議会事務局　調査課　企画法制室

ご近所で未着の方がありましたら、市・区役所、町役場、県議会事務局調査課企画法制室でお渡しいたしますので、その旨お伝えください。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

主
な
質
疑
事
項
 

主
な
質
疑
事
項
 

　
補
正
予
算
　
一
件
 

　
条
例
案
　
三
件
 

　
原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
県
の
防
災
・
危
機
管
理
体
制
強
化
と
、消

防
力
の
強
化
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成
な

ど
、災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
一

層
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
 

●
地
球
温
暖
化
は
現
在
直
面
し
て
い
る
問
題

で
あ
り
、県
民
・
事
業
者
の
意
識
を
高
め
、

地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
が
広
が
る
よ
う

積
極
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
 

●
食
育
は
、知
育
、徳
育
及
び
体
育
と
と
も
に

人
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

関
係
部
局
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、県
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
積
極
的
な
推
進

に
努
め
る
こ
と
。
 

﹇
そ
の
他
﹈「
地
域
ケ
ア
体
制
整
備
構
想
」
の

策
定
な
ど
 

　
補
正
予
算
　
一
件
 

　
条
例
案
　
一
件
 

　
そ
の
他
の
議
決
案
件
　
二
件
 

　
原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
五
日
市
漁
港
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
の
施
設
整

備
に
つ
い
て
は
、漁
業
の
振
興
に
資
す
る

よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、適
切
な
管
理

運
営
に
努
め
る
こ
と
。
 

●
農
協
の
共
済
金
不
正
請
求
問
題
に
対
す
る

厳
正
な
調
査
と
適
切
な
対
応
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、森
林
組
合
の
不
正
経
理
問
題

に
つ
い
て
早
急
に
報
告
を
求
め
、事
実
解

明
に
努
め
る
こ
と
。
 

●
集
落
法
人
の
経
営
安
定
に
は
米
価
の
安
定

が
重
要
で
あ
り
、消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

米
の
生
産
拡
大
や
コ
ス
ト
縮
減
の
取
り
組

み
等
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
。
 

﹇
そ
の
他
﹈地
球
温
暖
化
防
止
対
策
な
ど
 

　
補
正
予
算
　
一
件
 

　
条
例
案
　
四
件
 

　
そ
の
他
の
議
決
案
件
　
三
件
 

　
原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
本
郷
地
区
及
び
千
代
田
工
業
・
流
通
団
地

に
早
期
に
先
端
企
業
を
誘
致
す
る
と
と
も

に
、そ
の
他
の
未
分
譲
地
の
分
譲
促
進
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。
 

●
広
島
西
飛
行
場
に
つ
い
て
、早
急
に
方
針

決
定
し
、広
島
市
と
の
合
意
が
得
ら
れ
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。
 

●
建
築
基
準
法
改
正
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

申
請
者
の
検
査
待
ち
等
が
生
じ
な
い
よ
う

審
査
・
検
査
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、権
限
移
譲
に
当
た
っ
て
は
市
町
の

体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。
 

﹇
そ
の
他
﹈広
島
市
東
部
地
区
連
続
立
体
交
差

事
業
の
推
進
な
ど
 

 

　
補
正
予
算
　
一
件
 

　
原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
職
業
教
育
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、学
校

と
企
業
が
十
分
な
連
携
や
協
力
の
下
で
実

施
す
る
と
と
も
に
、学
校
の
取
り
組
み
に

対
し
、積
極
的
に
支
援
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
 

●
「
基
礎
・
基
本
」
定
着
状
況
調
査
等
の
結
果

を
分
析
・
考
察
し
、授
業
改
善
に
つ
な
げ
る

よ
う
各
学
校
を
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、調
査
結
果
に
つ
い
て
適
切
な
情
報

提
供
に
努
め
る
こ
と
。
 

●
教
員
の
不
祥
事
に
対
し
て
、厳
し
い
処
分

を
行
う
と
と
も
に
、未
然
防
止
に
向
け
、市

町
教
育
委
員
会
や
学
校
長
等
と
連
携
し

指
導
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。
 

﹇
そ
の
他
﹈体
罰
の
防
止
徹
底
と
情
報
公
開

な
ど
 

　
条
例
案
　
二
件
 

　
原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

●
「
減
ら
そ
う
犯
罪
」
ひ
ろ
し
ま
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
推
進
条
例
の
改
正
趣
旨
を
県
民

に
十
分
説
明
し
、意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、犯
罪
の
取
り
締
ま
り
結
果
の
公

表
に
よ
る
犯
罪
抑
止
に
努
め
る
こ
と
。
 

●
視
覚
障
害
者
誘
導
用
道
路
横
断
帯
の
設
置

に
当
た
っ
て
は
、安
全
性
、利
便
性
、交
通
へ

の
影
響
等
を
十
分
検
討
す
る
と
と
も
に
、

利
用
者
の
視
点
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。
 

●
ひ
ろ
し
ま
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
事
業
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、産
業
支
援
機
関
等
と
の

連
携
を
強
化
し
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
発
掘

に
努
め
る
こ
と
。
 

﹇
そ
の
他
﹈建
設
業
の
業
種
転
換
に
対
す
る
支

援
な
ど
 

農
林
水
産
委
員
会

農
林
水
産
委
員
会

建

設

委

員

会

建

設

委

員

会

文

教

委

員

会

文

教

委

員

会

警
察
商
工
労
働
委
員
会

警
察
商
工
労
働
委
員
会

可決された 
意見書 
可決された 
意見書 

●
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
失
効
に
伴
う
新
た
な
法
律
の
制
定
を
求
め
る

意
見
書

新
法
を
制
定
し
過
疎
地
域
に
対
す
る
総
合
的
対
策
を
継
続
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

●
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
な
改
正
を
求
め
る
意
見
書

ク
レ
ジ
ッ
ト
事
業
者
に
対
す
る
規
制
強
化
な
ど
の
改
正
を
求
め
ま
し
た
。

●
私
学
助
成
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書

私
学
助
成
に
係
る
国
庫
補
助
制
度
の
堅
持
と
財
源
措
置
の
充
実
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

●
輸
入
食
品
の
安
全
確
保
体
制
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

輸
入
食
品
の
検
査
体
制
の
強
化
と
輸
出
国
へ
の
働
き
か
け
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

10月4日議決

県民福祉の向上のため、国会や
関係省庁等に提出し、その実現を
図るよう要望しました。

●本会議の傍聴●本会議の傍聴 ●本会議の傍聴 
本会議の傍聴ができます。 
本会議の開催日に、議会棟1階の受付ま
でお越しください。 
● 受付／午前9時～
● 先着順に50名まで

●本会議場の団体見学●本会議場の団体見学 ●本会議場の団体見学 
本会議等の行事のない日は、本会議場の
団体見学ができます。 
● 午前9時～11時半、午後1時～5時
  （土・日、祝日等を除く）

●委員会の●委員会のモニター視聴視聴 ●委員会のモニター視聴 
委員会の審議状況が、議会棟1階のモニ
ターテレビでご覧いただけます。 
● 受付／委員会開催の1時間前～
● 定員36名（希望者多数の場合抽選）

●点字●点字・テープ版の版のお知お知らせ ●点字・テープ版のお知らせ 
視覚障害者の方へ「点字版」と「テープ
版（音声版）」を発行しています。ご希望
の方は県議会事務局調査課企画法制室
までご連絡ください。 

本会議、委員会の開催日時は、決定され次第、
ホームページでお知らせします。

みんなで徹底しよう「三ない運動運動」 
 

○政治家が選挙区内の人にお金や物を贈ること（会
費などを、他の住民よりも多く支払うことなども
含みます）は、法律で禁止されています。また、
有権者が寄附を求めることも禁止されています。 

○違反して処罰されると、公民権停止の対象と
なります。 

みんなで徹底しよう「三ない運動」 
 

●政治家は有権者に寄附を贈らない! 
●有権者は政治家に寄附を求めない! 
●政治家から有権者への寄附は受け取らない!

10月1日開催
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テレビ広報番組の配信 …「ひろしま県議会ダイジェスト」を配信しています。
…本会議と予算特別委員会の会議録が登録されています。会議録の閲覧と検索 

最新の
情報 

を掲載
して

います
! 広島県議会 

インターネット中継 …本会議の審議状況等をインターネット中継（生・録画）しています。

広島県議会 検索

 

中国四国九県議会正副議長会議を広島で開催 

　平成16年7月から、救命の現場に居合わせた非医療従事者によるＡＥＤの使用が
可能となり、現在、公的施設、民間施設への設置が急速に進んでいます。 
　本県議会では、9月19日に日本赤十字社広島県支部の協力を得て、ＡＥＤの使用
方法や心肺蘇生法について、県議会議員を対象とした講習会を実施しました。参加
した議員は、講義に加え、心臓マッサージなどの実習を行い、事故発生時の対処方法
について理解を深めました。 

※ＡＥＤ（自動体外式除細動器）とは…心室細動（けいれん）になった心臓を正常に戻すため、心電図を自動解
　析し、必要な場合にだけ電気ショックを与える機器。音声ガイダンスなどにより簡単に操作できる。�
　県では、本庁、地方機関、県立学校など計168施設（平成19年10月現在）に配置している。

ＡＥＤ講習会を開催 
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視聴したい委員会を選べます。

　中国四国九県議会正副議長会議が、8月30日に広島市で開催されました。 
　会議では、本県議会の林議長が座長を務め、国への要望事項「森林整備に必要な
財源の確保について」、「地方が行う団塊の
世代対策への支援等について」、「地方分権
の推進と地方税財政基盤の充実・強化につい
て」を原案どおり可決しました。 
　これらの要望事項については、関係省庁
などへ要望書として提出し、その実現を求め
ていきます。 


